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６
月
定
例
会
は
、
５
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま
で
の
会
期　

日
間

３０

２８

３０

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
個
人
の
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な

る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
、
５
件
の
議
案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
及
び
３
日
目
に
は
、
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
３
日

目
の
代
表
質
問
終
了
後
、
人
事
議
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議

員
の
選
挙
が
指
名
推
選
に
よ
り
行
わ
れ
、
須
田
毅
議
長
が
指
名
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
議
案
及
び
陳
情
が
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
４
日
目
か
ら
６
日
目
ま
で
は
、
市
政
全
般
に
関
し
て
、　
２３

人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
日
目
の
一

般
質
問
終
了
後
、職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
の
後
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
７
日
目
に
は
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
議
案
等
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
議
案
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
１
件
が
採
択
、
２
件
が
不
採
択
、
１
件
が

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
意

見
書
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
個
人
の
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る

寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
の
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る

寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
及
び
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法

人
が
、
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
期
間
に

係
る
規
定
を
追
加
す
る
。施
行
期
日
は
、

公
布
の
日
。

▽
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
、
動
物
取
扱
業
者
の

責
務
に
係
る
規
定
の
改
正
並
び
に
犬
及

び
猫
の
引
き
取
り
に
係
る
規
定
の
追
加
、

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
。
施
行
期

日
は
、
平
成　

年
９
月
１
日
。

２５

▽
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
適

正
な
都
市
機
能
及
び
健
全
な
都
市
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
当
麻
産
業
拠
点
地

川
畑
千
惠
子
氏

齋
藤
佐
知
子
氏

落
合
利
之
氏

角
田
好
和
氏

▽
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙須

田　

毅
議
員

▽
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に
関
す

る
意
見
書

区
、
当
麻
宿
地
区
及
び
川
尻
大
島
界
地

区
の
地
区
整
備
計
画
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
つ
い
て
定
め
る
。

施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
。

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
（
高
田
橋
下
流

多
目
的
広
場
の
管
理 
瑕 
疵
   

）

か 

し

　

市
が
維
持
管
理
し
て
い
る
高
田
橋
下

流
多
目
的
広
場
の
管
理 
瑕  
疵 
に
よ
り
、

か 

し

損
害
を
受
け
た
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

の
額
を
決
定
す
る
。
損
害
賠
償
額
は
、

１
４
９
５
万
５
８
７
５
円
。

▽
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

２５

（
第
２
号
）

　

補
正
前
の
額

　
　
　
　

２
４
４
５
億
２
６
０
０
万
円

　

補
正
額　
　
　

１
億
３
０
０
０
万
円

　

補
正
後
の
額

　
　
　
　

２
４
４
６
億
５
６
０
０
万
円

▽
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　

現
下
の
社
会
情
勢
及
び
本
市
の
財
政

状
況
を
勘
案
し
、
平
成　

年
７
月
１
日

２５

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
、

２６

３１

一
般
職
の
職
員
、
市
長
等
常
勤
の
特
別

職
及
び
教
育
長
に
対
す
る
給
料
月
額
等

を
減
額
す
る
。
施
行
期
日
は
、
平
成　
２５

年
７
月
１
日
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

議
案
議
案
の
概
要
概
要 

議
案
の
概
要 
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個
人
の
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど

特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

件
の
議
案
を
可
決
・
同
意

　

件
の
議
案
を
可
決
・
同
意

１１１１

中道志川あゆまつり（緑区）

議
会
日
誌 

５
月　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２４

６
月
定
例
会

５
月　

日　

本
会
議
第
１
日（　

人
）

３０

４９

６
月
７
日　

本
会
議
第
２
日（　

人
）

４９

　
　
　

日　

本
会
議
第
３
日（　

人
）

１０

４９

　
　
　

日　

総
務
委
員
会

１１

　
　
　

日　

環
境
経
済
委
員
会

１２

　
　
　

日　

民
生
委
員
会

１３

　
　
　

日　

建
設
委
員
会

１４

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２４

　
　
　

日　

本
会
議
第
４
日（　

人
）

２５

４８

　
　
　

日　

本
会
議
第
５
日（　

人
）

２６

４８

　
　
　

日　

本
会
議
第
６
日（　

人
）

２７

４９

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

日　

本
会
議
第
７
日（　

人
）

２８

４９

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

※（　

）は
本
会
議
の
出
席
人
数

９月定例会のお知らせ
　９月定例会の予定は、次のとおりです。
　本会議・委員会は、午前９時３０分から開会され
る予定です。
　また、決算特別委員会の各分科会は、それぞれ
同日の委員会終了後に開会される予定です。なお、
委員会の審査の状況により、翌日以降の開会とな
ることがあります。

議会運営委員会２０日（火）８月
本会議（提案説明）２６日（月）
本会議（代表質問・個人質疑）３日（火）９月
本会議（代表質問・個人質疑）
〈本会議終了後〉決算特別委員会

４日（水）

総務委員会
決算特別委員会総務分科会

６日（金）

環境経済委員会
決算特別委員会環境経済分科会

９日（月）

民生委員会
決算特別委員会民生分科会

１０日（火）

建設委員会
決算特別委員会建設分科会

１１日（水）

文教委員会
決算特別委員会文教分科会

１２日（木）

決算特別委員会２４日（火）
本会議（一般質問）２５日（水）
本会議（一般質問）２６日（木）
本会議（一般質問）２７日（金）
本会議（委員長報告、採決）
〈本会議終了後〉議会運営委員会

３０日（月）



さ が み は ら 市 議 会 だ よ り  第182号　平成25年（2013年）8月1日（2）

議会内会派について…新政クラブ、公明党相模原市議団（公明党）、民主・新無所属の会（民主・新無所属）、颯爽の会（颯爽）、日本共産党相模
原市議団（日本共産党）、市民連合、みんなのクラブの７会派があります。会派に属していない議員（無所属）は２人です。
※（　）は略称です。

　

７
会
派
の
代
表
に
よ
り
行
わ
れ
た
、
代
表
質
問
の
あ
ら
ま
し

を
掲
載
し
ま
す
。

問 問 問 

質 質 質 

表 表 表 
代 代 代 

代
表
質
問
を
行
っ
た
議
員

　

折
笠
峰
夫
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

加
藤
明
徳
（
公
明
党
）

　

小
田
貴
久
（
民
主
・
新
無
所
属
）

　

長
友
義
樹
（
颯
爽
）

　

藤
井
克
彦
（
日
本
共
産
党
）

　

江
成
直
士
（
市
民
連
合
）

　

大
槻　

研
（
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ
）

　

問　

沢
井 
隧 
道
の
補
強
工
事
の
経
費

ず
い

が
、６
月
補
正
予
算
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

答　

平
成　

年
度
の
点
検
結
果
に
基

２３

づ
き
、
ト
ン
ネ
ル
の
耐
震
補
強
設
計
業

務
を
行
い
、
平
成　

年
度
末
に
、
工
法

２４

及
び
工
事
費
が
確
定
し
た
。こ
の
う
ち
、

沢
井
隧
道
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、
地

２４

域
の
住
民
と
、
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て
勉
強
会
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
、
今

回
の
調
査
点
検
結
果
及
び
、
緊
急
で
補

修
工
事
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て
、
説

明
し
て
き
た
。
ま
た
、
沢
井
隧
道
は
、

澤
井
・
佐
野
川
地
区
の
住
民
や
、
観
光

客
な
ど
、
歩
行
者
の
通
行
も
多
く
、
上

部
に
は
中
央
自
動
車
道
が
通
過
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
補
正
予
算
に
計

上
し
、
先
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

問　

沢
井
隧
道
は
、
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
道
路
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ

て
、
拡
幅
や
２
車
線
化
の
議
論
が
あ
っ

た
が
、
今
回
の
補
強
工
事
に
あ
た
り
、

こ
れ
ら
住
民
要
望
と
の
関
連
は
。

　

答　

沢
井
隧
道
は
、
従
前
よ
り
、
地

域
か
ら
相
互
通
行
の
可
能
な
２
車
線
化

に
つ
い
て
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、

平
成　

年
度
か
ら
、
現
在
の
ト
ン
ネ
ル

２４

の
拡
幅
や
、
新
設
ト
ン
ネ
ル
の
築
造
な

ど
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
勉
強
会
を

実
施
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
今
回
の

調
査
点
検
結
果
及
び
緊
急
で
補
修
工
事

を
行
う
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
、
今
回
の
工
事
の
実
施
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
整
備
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

老
朽
化
し
た
ト
ン
ネ
ル
の
調
査

の
実
施
状
況
と
、調
査
結
果
の
概
要
は
。

さ
ら
に
、
今
後
の
対
応
は
。

　

答　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
平
成

　

年
度
に
、
国
県
道
に
お
け
る
６
か
所

２３の
ト
ン
ネ
ル
で
、
健
全
度
・
耐
震
性
に

つ
い
て
緊
急
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

沢
井
隧
道
、
天
神
隧
道
、
菅
井
隧
道
の

３
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
が
多
数
確
認
さ

れ
、
大
規
模
な
地
震
に
備
え
た
対
策
が

必
要
で
あ
る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
平
成

　

年
度
に
ト
ン
ネ
ル
の
耐
震
補
強
設
計

２４業
務
を
行
い
、
年
度
末
に
工
法
及
び
工

事
費
が
確
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
沢
井

隧
道
を
除
く
２
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
、
地
域
と
の
調
整

を
進
め
、
早
期
実
施
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

工
事
実
施
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

め
の
防
災
対
策
と
し
て
、
名
札
や
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
な
ど
に
よ
る
所
有

者
の
明
示
や
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
用
意

な
ど
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
獣
医
師
会
と
協
定
書
を
締
結

し
、市
の
要
請
に
応
じ
て
獣
医
師
会
が
、

被
災
し
負
傷
し
た
動
物
の
収
容
、保
護
、

応
急
処
置
に
つ
い
て
、
応
援
、
協
力
に

努
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
生
活
の
長

期
化
等
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
に
関
わ
る
課

題
も
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
避

難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
動
物
救
護
体
制

に
つ
い
て
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
が
収
容
し
、
飼
養
者
が
判
明
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経緯と今後の進め方は

し
な
い
犬
に
関
す
る
公
示
期
間
を
延
長

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

答　

飼
養
者
が
判
明
し
な
い
犬
の
公

示
期
間
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

鑑
札
等
を
装
着
し
て
い
な
い
犬
を
抑
留

し
た
と
き
は
２
日
間
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
は
収
容
し
た
犬
・
猫
等
の

保
管
、
管
理
を
県
動
物
保
護
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
が
、県
条
例
で
、そ
の

公
示
期
間
が
２
日
間
と
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
条
例
に
お
い
て
も
公
示
期
間
を

２
日
間
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
県

動
物
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
収
容
期
間

終
了
後
、
す
ぐ
処
分
を
行
わ
ず
、
飼
い

主
の
発
見
や
譲
渡
に
努
め
て
も
ら
っ
て

い
る
。
本
市
も
、公
示
期
間
終
了
後
も
、

収
容
し
た
犬
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

２
週
間
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
後

と
も
、
飼
い
主
へ
の
返
還
及
び
新
し
い

飼
い
主
へ
の
譲
渡
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
本
市
条
例
改

正
の
意
義
及
び
効
果
は
。

　

答　

今
回
の
条
例
改
正
の
意
義
及
び

効
果
は
、
動
物
取
扱
業
者
の
責
務
を
、

よ
り
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
及
び
第
一

種
動
物
取
扱
業
者
か
ら
の
犬
・
猫
の
引

き
取
り
の
拒
否
を
、
本
市
独
自
に
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
動
物
取
扱
業
の
適
正

化
と
動
物
の
終
生
飼
養
の
徹
底
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

災
害
時
に
お
け
る
動
物
の
適
正

な
飼
養
及
び
保
管
を
図
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
、
今
後
の
検
討
は
。

　

答　

本
市
で
は
、
愛
犬
・
愛
猫
の
た

当
麻
宿
地
区
区
画
整
理

進
捗
と
今
後
の
取
組
は

沢
井
隧
道
（
緑
区
）

動
物
愛
護
及
び
管
理
の
条
例
改
正

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
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はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

義
と
効
果
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中
で
、
変
状
や
異

常
に
つ
い
て
、
特
に
注
視
し
て
い
く
。

な
お
、
異
常
を
確
認
し
た
際
に
は
、
速

や
か
に
、
緊
急
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

　

問　

本
市
に
お
け
る
、
土
木
設
備
の

点
検
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
や
、
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

よ
る
長
寿
命
化
の
推
進
及
び
補
修
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

　

答　

点
検
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
す
で

に
点
検
が
完
了
し
て
い
る
橋
り
ょ
う
を

除
き
、
本
年
度
か
ら
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
や
、
舗
装
路
面
な
ど
の
点
検
を

実
施
し
、
施
設
の
健
全
度
を
評
価
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
や
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
よ
る
長
寿
命
化
の
推
進
は
、本
年
度
、

策
定
予
定
の
（
仮
称
）
土
木
施
設
維
持

管
理
体
系
化
基
本
方
針
の
中
で
、
効
率

的
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
施
設
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
、
予
防
保
全

的
な
維
持
管
理
手
法
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、
維
持
管
理
費

の
平
準
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
位
置
付

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
施
設
ご
と
の
個
別
の
維
持
管
理
計

画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、
順
次
策
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
補

修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
優
先
順
位

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
個
別
の
維
持

管
理
計
画
に
、
優
先
度
評
価
の
た
め
の

指
標
を
設
定
す
る
な
ど
、
定
量
的
な
評

価
に
よ
り
、
優
先
度
を
判
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

個
人
の
市
民
税
の
控
除
対
象
と

な
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
等
を
定
め
る
条
例
に
基
づ

き
指
定
さ
れ
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
２
法
人
追
加
さ

れ
た
が
、指
定
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

　

答　

指
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
６
法
人
と

な
り
、
同
時
期
に
指
定
制
度
を
開
始
し

た
横
浜
市
、
川
崎
市
と
同
程
度
の
数
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
所
管
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
で
は
、
本
市
の　

法
人

１８４

に
対
し
て
、横
浜
市
が
１
３
８
２
法
人
、

川
崎
市
が　

法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

３２９

本
市
で
は
、指
定
制
度
に
関
心
を
持
ち
、

実
際
に
指
定
の
申
し
出
を
行
っ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
割
合
が
、
比
較
的
高
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

指
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
る
取
り
組
み
は
。

　

答　

指
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
法
人
の

位
置
付
け
が
確
固
た
る
も
の
と
な
る
と

と
も
に
、広
く
そ
の
存
在
が
周
知
さ
れ
、

法
人
の
信
頼
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
法
人
が
市
民

の
信
頼
や
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
る
よ

う
、相
談
や
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、活
動

の
公
益
性
や
運
営
の
健
全
性
を
確
保
し

て
い
く
た
め
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

N
P
O
法
人
の
指
定

認
識
と
今
後
の
取
組
は

　

問　

教
育
研
究
や
教
職
員
研
修
の
充

実
を
図
る
た
め
の
体
制
整
備
は
。

　

答　

教
育
委
員
会
で
は
、
指
導
主
事

や
校
長
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
教
育
指
導
員
の
派

遣
に
よ
り
、
校
内
研
究
や
校
内
研
修
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
校
で
研

究
や
研
修
を
推
進
す
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。今
後
、

さ
ら
に
、
校
内
で
の
研
究
や
人
材
育
成

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
研
修
や
、
情

報
提
供
の
充
実
な
ど
、
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
、
教
育
に
対
す
る
理
想
と
情

熱
を
持
つ
、
実
践
力
の
あ
る
教
員
を
育

成
す
る
た
め
、
学
校
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
状

況
と
要
因
、
具
体
的
な
予
防
策
は
。

　

答　

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
疾
患
に
よ

る
休
職
者
は
、過
去
５
年
間
の
平
均
が
、

教
職
員
の
研
修
体
制
と

メ
ン
タ
ル
疾
患
予
防
は

　

・
２
人
で
あ
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向

２４で
あ
る
。
疾
患
の
要
因
は
、児
童
・
生
徒

の
ほ
か
、
保
護
者
、地
域
住
民
等
、様
々

な
人
間
関
係
の
中
で
の
業
務
と
な
り
、

対
人
関
係
に
お
い
て
強
い
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
仕
事
量
の
増
加

等
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
疾

患
の
予
防
と
し
て
は
、
採
用
か
ら
５
年

目
を
迎
え
る
教
職
員
を
対
象
と
し
た
、

ス
ト
レ
ス
に
上
手
に
対
応
す
る
力
を
身

に
つ
け
る
認
知
行
動
療
法
を
用
い
た
研

修
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

問　

当
麻
宿
地
区
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
か
か
る
期
間
、
費
用
の
見

込
み
と
、
住
民
合
意
の
図
り
方
は
。

　

答　

現
在
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
組

織
と
自
治
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
公
共

施
設
の
早
期
整
備
の
実
現
に
向
け
、
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。
道
路
、公
園
、

汚
水
管
等
の
整
備
は
、
地
元
住
民
の
意

向
を
踏
ま
え
て
年
次
計
画
を
策
定
し
、

お
お
む
ね
５
年
か
ら　

年
を
目
標
に
実

１０

施
し
て
い
き
た
い
。
整
備
に
要
す
る
費

用
は
、
現
段
階
で
は
、
約　

億
円
と
想

２０

定
し
て
い
る
が
、今
後
、事
業
費
の
精
査

に
努
め
、
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が

ら
適
切
に
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

当
麻
産
業
拠
点
地
区
へ
の
ロ
ボ

ッ
ト
関
連
産
業
の
集
積
の
考
え
は
。

　

答　

本
市
は
、
加
工
組
立
型
の
多
種

多
様
な
業
種
が
集
積
し
、
制
御
装
置
や

セ
ン
サ
ー
な
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
に
関

す
る
高
度
な
技
術
力
を
備
え
た
企
業
も

数
多
く
立
地
し
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
は
、
今
後
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区

協
議
会
の
関
係
団
体
と
も
連
携
し
た
、

企
業
が
行
う
研
究
開
発
や
実
証
実
験
等

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
当
麻
地
区
を
含
む
市
内
の
新

た
な
都
市
づ
く
り
の
拠
点
な
ど
に
お
い

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産
業
の
集
積
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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問　

本
市
の
保
育
所
待
機
児
童
数
の

算
出
方
法
と
、待
機
児
童
数
の
実
態
は
。

　

答　

本
市
で
は
、
国
が
定
め
る
基
準

に
基
づ
き
、
認
定
保
育
室
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
や
、
１
園
の
み
を
希
望

す
る
児
童
、
主
に
自
宅
で
求
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
待
機

児
童
数
を
１
３
２
人
と
算
出
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
保

２５

育
所
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
、
入
所
に

至
ら
な
か
っ
た
児
童
の
総
数
は
、
６
５

１
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
年
度
に

実
施
を
予
定
し
て
い
る
利
用
者
の
意
向

調
査
に
お
い
て
、
就
労
を
希
望
す
る
時

期
や
、
利
用
し
た
い
保
育
施
設
な
ど
を

聞
く
こ
と
に
よ
り
、
潜
在
的
な
待
機
児

童
の
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

問　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
緊
急

対
策
の
達
成
状
況
は
。
ま
た
、
平
成　
２５

年
４
月
時
点
で
、
待
機
児
童
数
ゼ
ロ
に

至
ら
な
か
っ
た
要
因
は
。

　

答　

平
成　

年
度
か
ら
の
２
年
間
で
、

２３

整
備
目
標
と
し
た
８
３
０
人
を
超
え
る

１
０
５
０
人
の
保
育
所
定
員
増
を
図
っ

た
が
、
平
成　

年
４
月
入
所
申
込
者
数

２５

が
、前
年
４
月
入
所
申
込
者
数
に
比
べ
、

約
３
０
０
人
増
加
し
、
結
果
と
し
て
、

待
機
児
童
が
生
じ
て
い
る
。
待
機
児
童

解
消
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、

認
可
保
育
所
の
大
幅
な
定
員
増
な
ど
、

子
育
て
支
援
に
注
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、

保
育
所
に
入
所
で
き
る
と
の
期
待
感
が

高
ま
り
、
保
育
需
要
を
喚
起
し
た
こ
と

な
ど
と
捉
え
て
い
る
。

　

問　

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
よ

り
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

答　

厚
生
労
働
省
か
ら
、
新
制
度
を

見
据
え
た
保
育
所
の
設
置
認
可
等
に
つ

デ
ッ
キ
の
整
備
に
向
け
、
現
在
、
関
係

機
関
や
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
て
お

り
、
早
期
に
完
成
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

問　

再
開
発
竣
工
後
の
回
遊
性
の
状

況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
人
や
車

の
流
れ
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
。

　

答　

ｂ
ｏ
ｎ
ｏ
相
模
大
野
の
開
業
後

の
来
街
者
の
動
線
や
、
回
遊
性
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
も
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本

年
度
は
、
南
口
を
含
め
、
駅
周
辺
の
数

か
所
で
、
通
行
量
調
査
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
商
業
者
の
景
況
感

や
に
ぎ
わ
い
の
状
況
に
つ
い
て
、現
在
、

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

ｂ
ｏ
ｎ
ｏ
相
模
大
野
内
の
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、
市
外
の
人
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

相
模
大
野
駅
北
口
周
辺

回
遊
性
確
保
の
現
状
は

　

問　

相
模
大
野
駅
北
口
西
側
地
区
の

再
開
発
が
竣
工
し
、
約
３
か
月
経
過
し

た
が
、
当
該
地
区
の
回
遊
性
の
確
保
に

係
る
現
状
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

答　

相
模
大
野
駅
周
辺
地
区
は
、
ｂ

ｏ
ｎ
ｏ
（
ボ
ー
ノ
）
相
模
大
野
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
で
、
伊
勢
丹
・
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
、
駅
ビ
ル
と
い
う
、
既
存
の

核
と
と
も
に
、
第
３
の
核
が
完
成
し
、

面
的
な
広
が
り
と
、
回
遊
性
確
保
の
基

礎
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
が
、
ｂ
ｏ
ｎ
ｏ

相
模
大
野
と
ロ
ビ
ー
シ
テ
ィ
の
間
で
分

断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
回
遊
性
の

更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、
県
道
横
断

陳
情
の
審
議
結
果 

▽
神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定
等
に
つ
い

て▽
年
金
２
・
５
％
の
削
減
中
止
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

▽
政
令
指
定
都
市　

相
模
原
市
役
所
の

民
営
化
に
つ
い
て

▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

総

務

委

員

会

民

生

委

員

会

▽
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

（
６
月　

日
追
加
上
程
、
同
日
、
委
員

２７

会
審
査
）

　

今
回
の
職
員
給
与
の
減
額
支
給
措
置

に
つ
い
て
、
市
職
員
労
働
組
合
と
の
労

使
交
渉
の
経
過
や
、
妥
結
に
お
い
て
配

慮
し
た
点
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
減

額
に
よ
る
職
員
の
生
活
へ
の
影
響
や
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
に
つ
い
て

委
員
会
の
審
査

▽
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

市
が
、
犬
・
猫
の
引
き
取
り
を
拒
否

し
た
場
合
に
起
こ
る
問
題
、
収
容
し
た

犬
を
公
示
し
て
い
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
具
体
的
な
見
直
し
内
容
が
問
わ
れ
た
。

ま
た
、
市
内
の
大
学
や
獣
医
師
会
と
の

連
携
の
考
え
方
が
問
わ
れ
た
。
本
市
の

犬
猫
の
引
き
取
り
状
況
と
、
市
が
引
き

取
る
際
の
飼
主
の
負
担
額
が
尋
ね
ら
れ

る
と
と
も
に
、
殺
処
分
の
方
法
と
そ
の

委
託
費
用
が
尋
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
検

討
状
況
、
他
市
と
比
べ
た
本
市
の
犬
・

猫
の
譲
渡
実
績
が
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も

に
、
譲
渡
先
で
の
飼
養
の
実
態
把
握
の

現
況
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
第
一
種
動

物
取
扱
業
者
が
、
動
物
を
販
売
、
貸
し

出
し
す
る
際
の
説
明
義
務
の
実
効
性
が

質
疑
さ
れ
、第
二
種
動
物
取
扱
業
者
に
、

第
一
種
動
物
取
扱
業
者
と
同
様
の
説
明

義
務
を
課
す
こ
と
の
課
題
が
問
わ
れ
た
。

問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
市
の
職
員
の
約

７
割
が
相
模
原
市
民
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
商
店
等
、
地

域
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
た
。
ま
た
、
管
理
職
の
給
与
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
９
か
月
間
の
減
額
措

置
に
よ
る
影
響
額
の
総
額
が
問
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
国
の
手
法
は
、
地
方

自
治
の
根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
国
に
さ
せ

な
い
と
い
う
強
い
意
志
を
示
す
よ
う
求

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
政
令
市
の
場
合
は
、

毎
年
、
市
人
事
委
員
会
か
ら
給
与
の
勧

告
を
受
け
て
い
る
が
、
今
回
の
減
額
措

置
が
来
年
度
の
市
人
事
委
員
会
の
勧
告

の
た
め
に
行
う
、
官
・
民
の
給
与
の
比

較
調
査
に
影
響
す
る
か
が
尋
ね
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
市
が
独
自
の
考
え

で
実
施
し
て
き
た
退
職
手
当
な
ど
の
諸

手
当
の
減
額
措
置
と
、
今
回
の
給
与
の

減
額
支
給
措
置
を
合
わ
せ
た
と
き
の
影

響
額
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
多
数
可
決
】

▽
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

川
尻
大
島
界
地
区
の
Ｂ
地
区
に
つ
い

て
、
誘
致
予
定
の
企
業
と
、
工
業
地
域

で
あ
る
Ｂ
地
区
に
商
業
施
設
が
入
る
理

由
、
ま
た
、
高
圧
線
に
よ
る
施
設
へ
の

電
磁
波
の
影
響
、
高
圧
線
の
か
さ
上
げ

に
伴
う
地
役
権
の
解
除
等
に
つ
い
て
問

わ
れ
た
。
ま
た
、
用
途
を
工
業
地
域
と

設
定
さ
れ
て
い
る
当
麻
産
業
拠
点
地
区

の
Ａ
・
Ｂ
両
地
区
に
つ
い
て
は
、
敷
地

面
積
の
最
低
制
限
の
基
準
に
関
す
る
考

え
が
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
、

進
出
が
予
定
さ
れ
る
企
業
の
業
種
、
工

事
の
着
工
時
期
、
完
成
時
期
等
が
尋
ね

ら
れ
た
。
ま
た
、
当
麻
産
業
拠
点
地
区

の
Ｃ
地
区
と
、
当
麻
宿
地
区
の
Ａ
地

区
・
Ｂ
地
区
に
お
け
る
建
築
物
の
壁
面

後
退
の
制
限
に
差
を
設
け
た
理
由
が
質

疑
さ
れ
た
。
各
地
区
の
地
区
計
画
の
合

意
形
成
に
あ
た
っ
て
、
地
権
者
と
条
件

を
話
し
合
う
際
に
、
一
部
の
地
権
者
に

さ
ら
に
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
者
に
該

当
す
る
施
設
基
準
の
考
え
方
が
問
わ
れ

る
と
と
も
に
、
第
二
種
動
物
取
扱
業
者

の
届
け
出
項
目
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と

に
よ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
負

担
へ
の
認
識
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
猫

の
不
妊
去
勢
手
術
へ
の
助
成
を
拡
充
す

る
考
え
、
条
例
制
定
時
に
規
定
さ
れ
た

動
物
愛
護
推
進
委
員
の
委
嘱
に
向
け
た

進
捗
状
況
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】犬のしつけ方教室

建

設

委

員

会

環
境
経
済
委
員
会

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
（
高
田
橋
下
流

多
目
的
広
場
の
管
理 
瑕  
疵 
）

か 

し

　

本
件
の
事
故
が
起
き
た
多
目
的
広
場

の
施
設
を
実
質
管
理
し
て
い
た
地
域
団

体
と
本
市
と
の
契
約
内
容
と
、
そ
の
団

体
が
責
任
を
問
わ
れ
な
い
理
由
、
本
市

の
管
理
責
任
の
受
け
止
め
方
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
。
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、

詳
し
い
内
訳
と
、
被
害
者
の
休
業
日
数

等
の
妥
当
性
の
確
認
方
法
、
ま
た
、
示

談
交
渉
に
あ
た
り
、
当
初
提
示
し
た
額

と
最
終
内
諾
額
の
差
額
と
、
確
定
の
経

過
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
事
故
後
の

施
設
に
つ
い
て
、
事
故
原
因
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
撤
去
の
理
由
と
撤
去

に
至
っ
た
経
過
が
質
疑
さ
れ
る
と
と
も

に
、
多
目
的
広
場
の
現
在
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
仮
に
同
様
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
に
備
え
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す

る
こ
と
、
ま
た
、
市
が
管
理
す
る
施
設

に
つ
い
て
、
安
全
基
準
等
を
作
っ
て
管

理
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

本
件
を
環
境
経
済
委
員
会
で
担
当
す
る

理
由
と
、
本
委
員
会
で
責
任
を
持
つ
施

設
の
数
、
ま
た
、
そ
の
施
設
内
の
定
期

点
検
等
が
必
要
な
設
備
等
の
有
無
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

有
利
な
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
、公
正
、

公
平
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
地
区
計
画
の
策
定
か
ら
長
期
間

経
過
し
た
地
区
に
つ
い
て
、
策
定
後
の

地
区
の
状
況
と
課
題
を
把
握
し
、
今
後

の
地
区
計
画
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
反
映

さ
せ
て
い
け
る
仕
組
み
作
り
を
検
討
す

る
よ
う
、
要
望
さ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

い
て
通
知
が
出
さ
れ
、
多
様
な
主
体
に

よ
る
保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成　

年
２７

４
月
の
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の

施
行
後
は
、
株
式
会
社
に
よ
る
保
育
所

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
基
礎
や

社
会
的
信
望
、
社
会
福
祉
事
業
の
知
識

経
験
の
有
無
を
審
査
し
た
上
で
、
基
準

に
適
合
す
る
場
合
は
、
認
可
を
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
、
待
機
児
童
解
消
を
図
る
た
め
の

手
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

今
後
の
待
機
児
童
数
ゼ
ロ
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

　

答　

国
か
ら
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２５

２
年
間
を
緊
急
集
中
取
組
期
間
と
す
る

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
が
示
さ

れ
た
。こ
の
プ
ラ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
、

保
育
所
の
追
加
整
備
や
、
保
育
士
確
保

の
た
め
の
処
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
利
用
者
へ
の
相
談
体
制
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
待
機
児

童
解
消
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

答　

市
外
の
人
の
本
市
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
窓
口

へ
の
問
い
合
わ
せ
状
況
や
、
県
及
び
近

隣
自
治
体
に
お
け
る
権
限
移
譲
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ロビーシティ前交差点（南区）

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童

保
育
所
待
機
児
童

　
　

現
状
の
把
握
と
対
策
は

継継
続続
審審
査査

不不

採採

択択

採採

択択

　

上
程
さ
れ
た
議
案
及
び
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
細

部
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
条
例
等
に
関
す
る
議
案
の
審
査

の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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※ペアレントメンター…発達障害のある子どもの子育て経験者で、現に発達障害のある子どもの子育てをする保護者の相談相手となる人のこと。
※ペアレントトレーニング…発達障害のある子どもに「して欲しくない行動」や、「して欲しい行動」といった子どもの行動に焦点をあて、具体的
にどんな対応ができるかを学習するプログラムのこと。

麻
溝
公
民
館
の
移
転

規
模
や
機
能
に
配
慮
を

　
　
　

大
田　
　

浩

（
日
本
共
産
党
）

市

役

所

展

望

室

壁
面
の
有
効
活
用
を

　
　
　

古
内　
　

明

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　

小
学
校
３
年
生
が
、
社
会
科

授
業
で
訪
れ
る
市
役
所
展
望
室
ま
で
の

階
段
と
、
展
望
室
の
壁
面
に
、
パ
ネ
ル

や
、
ク
イ
ズ
を
掲
示
し
て
、
有
効
活
用

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

現
在
、
展
望
室
に
は
、
展
望

室
か
ら
見
え
る
風
景
写
真
の
パ
ネ
ル
を

四
方
に
設
置
し
て
い
る
が
、
提
案
の
あ

っ
た
、展
望
室
ま
で
の
階
段
の
壁
面
と
、

展
望
室
の
壁
面
の
有
効
活
用
は
、
階
段

の
幅
や
階
段
の
明
る
さ
に
配
慮
し
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

▽
富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
の
対
策

　

議
員　

富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
本
市
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

　

市
長　

富
士
山
が
噴
火
し
た
場
合
の

被
害
は
、
大
規
模
か
つ
広
範
囲
に
わ
た

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
神

奈
川
、
山
梨
、
静
岡
の
３
県
や
国
等
で

　

議
員　

麻
溝
公
民
館
は
、
管
区
内
人

口
の
増
加
で
、
手
狭
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
移
設
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
十

分
考
慮
し
た
施
設
に
す
る
考
え
は
。

　

教
育
長　

今
後
、
施
設
の
計
画
を
策

定
す
る
際
は
、
利
用
状
況
や
地
域
住
民

が
利
用
す
る
上
で
の
課
題
を
考
慮
し
つ

つ
、
地
域
の
意
見
や
、
今
後
策
定
さ
れ

る
予
定
の（
仮
称
）公
共
施
設
の
保
全
・

利
活
用
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
適
切
な

施
設
規
模
及
び
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
　

議
員　

市
内
に
は
、狭
す
ぎ
る
歩
道
、

傾
斜
の
あ
る
歩
道
な
ど
、
危
険
な
歩
道

が
、
数
多
く
あ
る
が
、
認
識
は
。

　

市
長　

歩
道
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

車
道
と
の
段
差
を
設
け
た
、
マ
ウ
ン
ト

ア
ッ
プ
タ
イ
プ
を
標
準
と
し
、
歩
行
者

の
交
通
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
幅
員
を

定
め
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
特
に
、
幅

員
２
㍍
未
満
の
狭
い
歩
道
に
つ
い
て
は
、

宅
地
開
発
な
ど
、
沿
道
の
土
地
利
用
状

況
の
変
化
に
伴
う
切
り
下
げ
箇
所
の
増

加
に
よ
り
、
平
た
ん
な
部
分
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
車
い
す
な
ど

の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

本
市
で
導
入
の
考
え
は

　
　
　

大
沢　

洋
子

（
民
主
・
新
無
所
属
）

一
方
、
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
融
資

制
度
を
設
け
て
お
り
、
融
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
初
期
投
資
の
軽
減
も
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
補
助

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
普
及
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
導
入
条
件
）
／

中
小
事
業
者
向
け
省
エ
ネ
支
援
制
度
の

利
用
促
進
（
制
度
の
概
要
）

　

議
員　

発
達
障
害
児
の
保
護
者
の
子

育
て
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、 
ペ
ア
レ 

※
欄
外
参
照

ン
ト
メ
ン
タ
ー
や 
ペ
ア
レ 
ン
ト
ト
レ
ー

※
欄
外
参
照

ニ
ン
グ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
や
、

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
国
に

お
い
て
も
、
発
達
障
害
児
の
保
護
者
へ

の
支
援
方
策
と
し
て
有
効
な
も
の
と
位

置
付
け
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
が
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
指
導
者

の
養
成
や
、
保
護
者
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
方
策
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
就
学
時
健
康
診
断
時
の
視
力
検
査

　

議
員　

就
学
時
に
お
け
る
視
力
検
査

の
現
状
と
、
認
識
は
。

　

教
育
長　

視
力
検
査
は
、
小
学
校
入

学
後
の
健
康
診
断
で
実
施
し
て
お
り
、

就
学
時
健
康
診
断
で
は
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
平
成　

年
度
に
１
校
、
平

２３

都
市
計
画
の
権
限
移
譲

本

市

の

見

解

は

　
　

小
野
沢　

耕
一

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

成　

年
度
に
２
校
を
対
象
に
、
モ
デ
ル

２４
的
に
就
学
時
の
視
力
検
査
を
実
施
し
た
。

今
後
は
、
モ
デ
ル
校
で
の
結
果
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
就
学
予
定
者
全
員
を

対
象
と
し
た
視
力
検
査
の
実
施
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
本
市
で

の
副
反
応
の
状
況
）
／
文
化
面
の
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス（
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
）

公
共
施
設
の
総
量
抑
制

例
外
施
設
の
必
要
性
は

　
　
　

野
元　

好
美

（
颯
爽
）

　

市
長　

市
保
育
計
画
に
基
づ
き
、
津

久
井
地
域
で
は
、
平
成　

年
度
に
内
郷

２３

保
育
園
の
建
て
替
え
を
、
平
成　

年
度

２４

に
は
与
瀬
保
育
園
と
相
模
湖
幼
稚
園
の

移
転
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
へ
の
移
行
も
見
据
え
た
中
で
、
一
時

保
育
や
延
長
保
育
な
ど
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

人
口
減
少
社
会
で
の
公
民
館
の
あ
り
方

／
女
性
の
就
労
と
子
育
て
支
援
（
ソ
レ

イ
ユ
さ
が
み
の
活
用
）

　

市
長　

こ
の
見
直
し
で
、
都
市
計
画

区
域
の
方
針
を
、
本
市
が
策
定
で
き
る

こ
と
に
な
る
と
、
津
久
井
地
域
の
実
情

に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
主
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
然
が

豊
か
な
地
域
特
性
や
、
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
設
な
ど

の
新
た
な
発
展
の
要
素
を
踏
ま
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
津
久
井
広
域
道
路
の
延
伸
整
備

　

議
員　

津
久
井
広
域
道
路
の
市
道
沼

荒
久
根
小
屋
金
原
か
ら
県
道
５
１
３
号

鳥
屋
川
尻
ま
で
の
延
伸
整
備
の
予
定
は
。

　

市
長　

当
該
区
間
は
、
地
域
の
活
性

化
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

新
道
路
整
備
計
画
の
中
で
、
平
成　

年
２７

度
以
降
の
整
備
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
今
後
は
、
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
供
用
開
始
後
の
交
通
状
況
や
、

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
踏
ま
え
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

津
久
井
地
域
へ
の
新
た
な
火
葬
場
整
備

（
火
葬
場
の
規
模
、
式
場
の
併
設
）

狭
あ
い
歩
道
な
ど

現

状

の

認

識

は

　
　

金
子　

豊
貴
男

（
市
民
連
合
）

重
要
な
施
設
の
整
備
は
、
今
後
作
成
す

る
ル
ー
ル
に
従
い
、
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
。
首
都
圏
南
西
部
の
広
域

交
流
拠
点
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施

設
整
備
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
可

能
な
範
囲
で
総
量
抑
制
の
考
え
方
を
踏

ま
え
、
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
等
も
含
め
た
様
々
な
方
策
を
用
い
て
、

整
備
費
や
将
来
的
な
維
持
管
理
経
費
等

の
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▽
津
久
井
地
域
の
保
育
環
境
の
充
実

　

議
員　

津
久
井
地
域
の
保
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
は
。

▽
費
用
負
担
の
な
い
太
陽
光
発
電
設
備

　

議
員　

飯
田
市
な
ど
で
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
を
、
事
業
者
が
設
置
し
、
設

置
費
用
を
市
民
が
分
割
で
支
払
う
こ
と

で
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を
図
る
制
度

を
実
施
し
て
い
る
が
、本
市
で
導
入
は
。

　

市
長　

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
た
め

に
は
、
長
期
に
わ
た
り
確
実
に
運
営
で

き
る
事
業
者
の
確
保
や
、
資
金
調
達
な

ど
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

風
し
ん
予
防
接
種

実
績
と
今
後
の
対
応
は

　
　
　

大
崎　

秀
治

（
公
明
党
）

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実

　

議
員　

介
護
職
員
等
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
研
修
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
専
門
機
関
の
充
実
の
考
え
は
。

　

市
長　

介
護
職
員
等
が
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と

は
、
利
用
者
の
生
活
機
能
の
向
上
に
つ

な
が
る
た
め
、
介
護
職
員
等
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
更
な
る
活
用
を
促

　

議
員　

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
は
、
総
量
抑
制
の
考
え
方
が
重
要
だ

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
上
重
要
な
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
、
考
え
方
は
。

　

市
長　

（
仮
称
）
公
共
施
設
の
保
全
・

利
活
用
基
本
指
針
案
の
基
本
原
則
に
お

け
る
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
上

（
仮
称
）
公
共
施
設
の
保
全
・
利
活
用

基
本
指
針
概
要
版

構
成
す
る
協
議
会
で
、
溶
岩
流
か
ら
の

避
難
や
火
山
灰
の
処
理
対
策
等
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
で

は
、
県
及
び
関
係
市
町
で
構
成
す
る
連

絡
会
議
で
、
具
体
的
な
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
協
議

会
等
で
の
検
討
結
果
や
、
国
等
の
動
向

を
踏
ま
え
、地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、

火
山
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

自
治
会
活
動
の
促
進
（
自
治
会
加
入
率

の
現
状
と
加
入
率
向
上
の
取
り
組
み
、

自
治
会
集
会
所
助
成
制
度
の
見
直
し
）

　

議
員　

風
し
ん
予
防
接
種
の
実
績
は
。

ま
た
、
接
種
希
望
者
数
が
、
予
定
を
超

え
た
場
合
の
対
応
と
、
休
日
接
種
を
実

施
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

風
し
ん
予
防
接
種
緊
急
促
進

事
業
に
よ
る
接
種
者
数
は
、
５
月
末
で

１
１
７
８
人
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
３

月　

日
ま
で
の
接
種
者
を
、
４
２
０
０

３１
人
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
見
込
み
数

を
超
え
た
場
合
も
、
希
望
者
が
確
実
に

接
種
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
休
日
の
予
防
接
種

実
施
は
、
医
師
等
の
人
員
確
保
や
接
種

後
の
患
者
へ
の
対
応
等
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

▽
相
模
原
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
総
選
挙

　

議
員　

来
年
、
市
制
施
行　

周
年
を

６０

迎
え
る
に
あ
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
決

定
す
る
良
い
時
期
と
思
う
が
、見
解
は
。

　

市
長　

来
年
度
、
市
制
施
行　

周
年

６０

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
な
ど

の
実
施
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
含
む
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
記
念
事
業
の
取
り

組
み
の
中
で
、
Ｐ
Ｒ
効
果
を
は
じ
め
、

制
作
す
る
場
合
の
市
民
参
加
や
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
決
定
方
法
、
活
用
方
策
等

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

災
害
対
策
（
帰
宅
困
難
者
支
援
）
／
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
（
庁
内
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
）
／
経
済
対
策

　

議
員　

国
の
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

第
４
次
見
直
し
で
、
区
域
区
分
の
有
無

な
ど
、
都
市
計
画
区
域
の
方
針
決
定
の

権
限
が
本
市
に
移
譲
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
津
久
井
地
域
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
。

進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
病
床
数
が
、
県
の
定
め
る
必
要

病
床
数
を
満
た
し
て
お
り
、
新
た
な
病

床
の
確
保
は
、
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

基
地
問
題
（
厚
木
基
地
の
騒
音
被
害
と

米
軍
関
係
の
犯
罪
多
発
へ
の
対
応
）

麻溝公民館

歩道の切り下げ箇所
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公
教
育
に
お
け
る

平
等
な
教
育
の
認
識
は

　
　
　

市
川　
　

圭

（
無
所
属
）

川
尻
大
島
界
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
は

　
　
　

小
林　

倫
明

（
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　

川
尻
大
島
界
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
予
定
は
。

　

市
長　

本
年
３
月
に
、
土
地
区
画
整

理
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
今
後
、
本
年

８
月
に
、
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
公
共

施
設
工
事
を
実
施
し
た
後
、
平
成　

年
２６

４
月
ご
ろ
か
ら
、
土
地
の
利
用
が
可
能

と
な
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
当
地
区

周
辺
は
、
相
模
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
新
拠
点
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
に

お
い
て
、
川
尻
南
部
地
区
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
将
来
像
を
検
討

す
る
地
区
と
さ
れ
て
い
る
。

▽
津
久
井
湖
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

議
員　

開
催
４
年
目
を
迎
え
る
津
久

井
湖
城
山
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
へ
の
格
上
げ
と
、
規

模
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

▽
小
田
急
多
摩
線
延
伸
に
伴
う
新
駅

　

議
員　

小
田
急
多
摩
線
の
延
伸
に
伴

う
新
駅
整
備
で
、
相
模
原
駅
と
上
溝
駅

の
中
間
に
新
駅
を
整
備
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

現
在
、
町
田
市
内
１
駅
、
相

模
原
駅
、
上
溝
駅
の
３
駅
整
備
を
前
提

に
、
検
討
の
深
度
化
を
図
っ
て
い
る
。

新
駅
整
備
は
、
沿
線
住
民
の
利
便
性
の

向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
５
駅
が
望
ま

　

議
員　

公
教
育
に
お
け
る
平
等
な
教

育
に
つ
い
て
、
認
識
は
。

　

教
育
長　

教
育
の
目
的
は
、
教
育
基

本
法
が
示
す
人
格
の
完
成
を
目
指
し
て

お
り
、
公
教
育
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
平
等
に
与
え
ら
れ
、
児
童
・
生

徒
に
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、
教
育

活
動
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
理
解
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
人
が

財
産
（
た
か
ら
）
の
理
念
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
を
育
む
教
育
を
　

議
員　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
年

齢
要
件
は
、
国
の
通
達
に
よ
り
委
嘱
の

時
点
で　

歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
が
、

７５

見
直
す
考
え
は
。

　

市
長　

国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
選
任
要
領
で
は
、
委
嘱
日
現
在
で
、

原
則
と
し
て　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
を

７５

要
件
と
し
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
弾
力
的
な
運
用
も
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
年
齢
要

件
は　

歳
未
満
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

７５

い
る
が
、
他
に
候
補
者
が
な
く
、
対
象

者
の
健
康
面
に
問
題
が
な
い
場
合
に
、

例
外
的
に　

歳
以
上
の
候
補
者
を
推
薦

７５

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。

し
い
と
認
識
し
て
お
り
、
相
模
原
駅
か

ら
上
溝
駅
間
の
中
間
駅
は
、
開
業
後
、

利
用
者
の
動
向
等
を
踏
ま
え
た
中
で
、

整
備
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
／
条
例
施

行
後
の
検
証
と
課
題
（
路
上
喫
煙
の
防

止
に
関
す
る
条
例
）

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
は
、

新
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
優
先
度

の
高
い
箇
所
か
ら
整
備
を
進
め
、
安
全

で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
交
通
状
況
の
変
化
や
利
用
状
況

を
踏
ま
え
、
交
通
安
全
上
、
対
策
が
必

要
な
箇
所
は
、
交
通
規
制
や
安
全
施
設

の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▽
天
気
予
報
の
代
表
地
点

　

議
員　

気
象
庁
発
表
の
天
気
予
報
の

代
表
地
点
に
、
本
市
を
追
加
す
る
た
め

の
働
き
か
け
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

本
市
の
市
民
が
気
象
情
報
を

よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
代

表
地
点
と
な
る
こ
と
は
、
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
平
成　

年
７

２４

月
、
気
象
庁
横
浜
地
方
気
象
台
長
に
対

し
、
代
表
地
点
に
本
市
を
追
加
す
る
こ

子
育
て
家
庭
禁
煙
促
進

取
組
の
現
状
と
今
後
は

　
　
　

竹
腰　

早
苗

（
日
本
共
産
党
）

と
及
び
気
温
や
風
向
、
風
速
等
の
観
測

装
置
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
同

年
８
月
に
は
、
本
市
防
災
会
議
の
委
員

と
し
て
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今

後
は
、気
象
庁
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、

赤
ち
ゃ
ん
事
業
や
、
親
子
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
で
、
受
動
喫
煙
な
ど
の
た
ば
こ
の

害
に
よ
る
妊
婦
や
乳
幼
児
へ
の
影
響
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
禁
煙
希
望
者
に
は
、
禁
煙
サ
ポ

ー
ト
講
座
や
保
健
師
の
個
別
指
導
に
よ

る
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
妊
娠
前
か
ら
の
禁

煙
促
進
の
取
り
組
み
を
充
実
し
て
い
く
。

▽
生
活
保
護
費
支
給
明
細
作
成
と
配
付

　

議
員　

生
活
保
護
費
の
支
給
額
が
変

わ
っ
た
時
に
交
付
さ
れ
る
、
保
護
決
定

通
知
書
は
、
内
容
が
分
か
り
に
く
い
と

の
声
が
あ
る
。
更
な
る
改
善
が
必
要
と

思
う
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

現
在
の
保
護
決
定
通
知
書
は
、

支
給
額
の
増
減
や
そ
の
理
由
を
分
か
り

や
す
く
し
た
様
式
に
改
善
し
、
平
成　
２３

年
５
月
の
定
例
支
給
分
か
ら
使
用
し
て

い
る
。
今
後
と
も
、
支
給
明
細
書
の
配

付
に
つ
い
て
は
、保
護
決
定
通
知
書
を
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
よ
う

検
討
す
る
こ
と
で
、
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

胎
児
・
乳
幼
児
へ
の
喫
煙
に
よ
る
影
響

／
生
活
保
護
行
政
の
改
善

Ｊ

Ｒ

相

模

線

複
線
化
へ
の
取
組
は

　
　
　

稲
垣　
　

稔

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

や
、
他
の
地
域
の
事
例
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
い
、
相
模
原
市
型
の
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で

あ
る
。
事
業
主
体
に
つ
い
て
も
、
官
民

の
役
割
分
担
を
含
め
、
協
議
会
の
中
で

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▽
地
籍
調
査
推
進
の
国
の
取
り
組
み

　

議
員　

国
が
、
地
籍
調
査
促
進
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
基
本
調
査
に
つ
い

て
、
認
識
と
県
内
で
の
活
用
状
況
は
。

　

市
長　

国
で
は
、
地
籍
調
査
の
進
捗

が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
、
道
路
と
民
有

地
の
境
界
測
量
等
を
行
う
、
都
市
部
官

民
境
界
基
本
調
査
や
、
山
村
境
界
の
簡

易
測
量
等
を
行
う
、
山
村
境
界
基
本
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
人
的
・
財
政
的

な
負
担
軽
減
と
調
査
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
県
内
で

の
活
用
状
況
は
、
都
市
部
官
民
境
界
基

本
調
査
が
、
平
成　

年
度
に
７
市
１
町

２４

で
活
用
さ
れ
、
本
年
度
も
３
市
が
要
望

し
て
お
り
、
山
村
境
界
基
本
調
査
は
、

活
用
の
事
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

職
員
の
給
与
（
市
長
の
認
識
、
年
金
制

度
改
革
へ
の
対
応
）

民
生
委
員
の
年
齢
要
件

見
直
し
の
考
え
は

　
　
　

臼
井　

貴
彦

（
無
所
属
）

　

議
員　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

に
係
る
事
業
主
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

考
え
方
は
。

　

市
長　

設
置
を
予
定
し
て
い
る
（
仮

称
）
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
関
す
る
協

議
会
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
設
備

　

議
員　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
複
線
化
に
対
す

る
考
え
と
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
反
応
は
。
さ
ら
に
、
利

用
促
進
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

市
で
は
、
県
、
沿
線
市
町
等

で
構
成
す
る
複
線
化
等
促
進
期
成
同
盟

会
で
、
国
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
活
動

　

市
長　

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
へ
の

格
上
げ
は
、
実
施
団
体
の
意
向
や
、
関

係
団
体
と
の
調
整
が
必
要
な
ほ
か
、
事

業
の
経
過
年
数
が
浅
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
後
の
事
業
経
過
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
規
模
の
拡
大
は
、
周
辺
全

体
の
地
域
や
他
団
体
を
巻
き
込
ん
だ
開

催
が
で
き
る
か
な
ど
、
課
題
も
あ
る
た

め
、関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

国
民
健
康
保
険
／
介
護
保
険
／
中
学
校

給
食
／
小
中
学
校
の
校
舎
（
屋
外
ト
イ

レ
）
／
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽
公
民
館
利
用
に
係
る
受
益
者
負
担

　

議
員　

公
民
館
の
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
は
。

　

教
育
長　

公
民
館
の
受
益
者
負
担
に

つ
い
て
は
、
社
会
教
育
委
員
会
議
か
ら

提
出
さ
れ
た
建
議
の
中
で
、
地
域
に
お

い
て
公
民
館
が
担
う
役
割
を
考
慮
し
、

利
用
者
数
が
減
少
す
る
こ
と
や
、
地
域

住
民
が
公
民
館
を
支
え
よ
う
と
す
る
意

歩
道
の
な
い
道
路

早
期
に
安
全
対
策
を

　
　

関
根　

雅
吾
郎

（
民
主
・
新
無
所
属
）

識
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十

分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見

を
も
ら
っ
た
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
の
建
議
や
市
策
定
の
受
益
者
負
担
の

在
り
方
の
基
本
方
針
を
十
分
踏
ま
え
た

中
で
、
今
後
、
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

行
財
政
改
革
（
行
政
の
あ
り
方
）
／
ｂ

ｏ
ｎ
ｏ
相
模
大
野（
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
）

／
観
光
行
政
（
取
り
組
み
）

▽
火
葬
場
の
火
葬
炉
使
用
料

　

議
員　

火
葬
場
の
火
葬
炉
使
用
料
な

ど
斎
場
使
用
料
見
直
し
の
考
え
は
。

　

市
長　

市
民
の
火
葬
炉
使
用
料
の
有

料
化
や
、
式
場
使
用
料
の
見
直
し
は
、

今
後
、
新
た
な
火
葬
場
に
関
す
る
基
本

構
想
の
検
討
と
併
せ
、
施
設
の
特
性
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
公
平
性
等
の
観
点
か

ら
、十
分
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

ご
み
減
量
化
と
廃
棄
物
施
策
（
家
庭
ご

み
の
減
量
化
の
状
況
）
／
麻
溝
台
・
新

磯
野
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

事
業
主
体
の
考
え
方
は

　
　
　

佐
藤　

賢
司

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

ＪＲ相模線

　

議
員　

市
内
で
は
、
交
通
量
に
比
べ

幅
員
が
狭
く
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
道
路
が
あ
る
。
早
期
に
改
善
す
る

　

小学校の授業風景

民生委員児童委員協議会総会

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
期
成
同
盟
会

で
は
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
駅
施

設
の
改
善
な
ど
、
相
模
線
の
整
備
構
想

を
定
め
た
交
通
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
期
成
同
盟
会
の

要
望
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
莫
大
な
設

備
投
資
を
必
要
と
す
る
複
線
化
は
、
沿

線
の
開
発
状
況
や
利
用
動
向
等
を
見
極

め
つ
つ
検
討
す
る
長
期
的
な
課
題
と
の

回
答
で
あ
る
。
利
用
促
進
策
は
、
企
業

用
地
創
出
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
期

成
同
盟
会
を
通
じ
、
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ

等
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

議
員　

胎
児
、
乳
幼
児
へ
の
喫
煙
の

影
響
に
配
慮
し
た
子
育
て
家
庭
で
の
禁

煙
促
進
に
つ
い
て
、
現
状
の
取
り
組
み

と
、
今
後
の
充
実
は
。

　

市
長　

現
在
、
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
や
、
母
親
父
親
教
室
、
こ
ん
に
ち
は

引
き
続
き
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問
項
目
�

市
民
意
見
の
広
聴
方
法
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
意
見
の
取
り
扱
い
）
／
喫

煙
（
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
医
療
費
）
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議決
結果

無 所 属
議 員 Ｂ

無 所 属
議 員 Ａ

みんなの
ク ラ ブ市民連合日 本

共 産 党颯 爽民 主 ・
新無所属公 明 党新 政

ク ラ ブ議　　　案
議案
番号

１人１人３人３人４人５人７人８人１７人

市　長　提　出　議　案

可決○○○○○○○○○

個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活動
法人等を定める条例の一部改正第５７号

動物の愛護及び管理に関する条例の一部改正５８号

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正５９号

損害賠償額の決定（高田橋下流多目的広場の管理 瑕  疵 ）
か し

６０号

平成２５年度一般会計補正予算（第２号）６１号

同意○○○○○○○○○

人権擁護委員の候補者の推薦（川畑知惠子）６２号

人権擁護委員の候補者の推薦（齋藤佐知子）６３号

人権擁護委員の候補者の推薦（落合利之）６４号

人権擁護委員の候補者の推薦（角田好和）６５号

可決○○○×
□反 

×
□反 

○
□賛 ○○○職員の給与の特例に関する条例６６号

議　員　提　出　議　案

可決○○○○○○○○○神奈川県最低賃金改定等に関する意見書第４号

職業能力開発総合大学校跡地

防
災
対
応
Ｅ
Ｖ
用
椅
子

市
施
設
へ
の
設
置
は

　
　
　

米
山　

定
克

（
公
明
党
）

　

議
員　

防
災
対
応
Ｅ
Ｖ
（
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
）
用
椅
子
の
設
置
は
、
大
地
震
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際
、

長
時
間
待
機
で
も
安
心
で
き
る
と
思
う

が
、
公
共
施
設
に
導
入
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

防
災
対
応
Ｅ
Ｖ
用
椅
子
の
市

施
設
へ
の
導
入
は
、
管
理
面
や
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
利
用
に
お
け
る
課
題
な
ど
が

想
定
さ
れ
る
が
、
万
一
の
際
の
物
資
の

備
蓄
や
、
非
常
用
ト
イ
レ
と
し
て
効
果

が
期
待
で
き
る
の
で
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
発
達
障
が
い
児
の
早
期
発
見
方
策

　

議
員　

発
達
障
害
の
早
期
発
見
の
た

め
、
５
歳
児
の
健
康
診
査
を
導
入
す
る

考
え
は
。
ま
た
、
発
達
障
害
児
の
相
談

支
援
体
制
は
。

　

市
長　

５
歳
児
全
員
を
対
象
に
問
診

票
を
送
付
す
る
方
法
で
の
健
康
診
査
は
、

今
後
、
関
係
機
関
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。
就
学
前
の
相

談
は
、
各
区
の
こ
ど
も
家
庭
相
談
課
で

対
応
す
る
と
と
も
に
、
集
団
活
動
面
で

の
困
難
事
例
に
は
、
幼
稚
園
等
で
巡
回

相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
達

障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
療
育
施
設

等
が
把
握
し
て
い
る
未
就
学
児
童
が
、

小
学
校
等
に
就
学
す
る
際
に
、
保
護
者

同
意
の
上
、情
報
提
供
を
行
う
制
度
を
、

試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

土
木
行
政
（
道
路
整
備
事
業
）／
保
健
・

福
祉
行
政
（
介
護
保
険
）
／
教
育
行
政

相
模
原
協
同
病
院
移
転

本
市
の
対
応
状
況
は 

　
　
　

山
岸　

一
雄

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

議
員　

本
年
２
月
、
相
模
原
協
同
病

院
が
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の

跡
地
に
移
転
す
る
旨
の
意
向
を
表
明
し

た
と
聞
く
が
、
本
市
の
対
応
状
況
は
。

　

市
長　

相
模
原
協
同
病
院
は
、
地
域

医
療
支
援
病
院
や
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
と
し
て
、
長
年
、
地
域
に
貢
献

し
て
き
た
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
は
、
意
向
を
受
け
、
移
転
に

伴
っ
て
想
定
さ
れ
る
課
題
整
理
等
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
、
移
転
計
画
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
調
整
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
相
原
公
民
館
の
大
規
模
改
修

　

議
員　

相
原
公
民
館
の
大
規
模
改
修

に
際
し
、地
域
の
改
修
検
討
委
員
会
は
、

検
討
結
果
を
市
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ

を
実
施
設
計
に
反
映
す
る
考
え
は
。

　

教
育
長　

改
修
検
討
員
会
で
は
、
利

便
性
を
高
め
る
た
め
の
施
設
の
充
実
の

ほ
か
、
安
全
や
福
祉
、
環
境
へ
の
配
慮

等
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
を
重
ね
、
要

望
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
大
会
議
室
等
の
機
能
拡

充
や
、
多
目
的
室
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
太
陽
光
発
電
の
導
入
等
に
つ

い
て
、
実
施
設
計
に
可
能
な
限
り
、
反

映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
項
目
》

広
域
行
政
（
政
令
市
と
し
て
の
検
証
と

評
価
）
／
職
員
人
事
管
理
（
女
性
職
員

の
管
理
職
登
用
と
働
く
環
境
整
備
）

会議録のご案内…本会議及び委員会の会議録は、市役所、緑区役所、南区役所及び各総合事務所の行政資料コーナー、図書館（相武台分館では本会議会議録の
み）で閲覧できます。６月定例会の本会議及び委員会の会議録は８月下旬までに配架する予定です。なお、本会議の会議録は、市議会ホームページでも検索・
閲覧できます。また、インターネット放映により、本会議及び委員会（議案、請願、陳情を審査するものに限る）のライブ中継と録画放映が視聴できます。

議会内会派の構成 （議員の氏名は５０音順）

会派に属してい
ない議員　　　

みんなのクラブ市民連合日本共産党颯　爽民主・新無所属公　明　党新　政　ク　ラ　ブ

市 川　 圭大 槻　 研江 成 直 士大 田　 浩五十嵐千代大 沢 洋 子大 崎 秀 治稲 垣　 稔石 川 将 誠阿 部 善 博
（無所属議員Ａ）栗 原　 大金子豊貴男竹 腰 早 苗小 池 義 和小 田 貴 久加 藤 明 徳折 笠 峰 夫小野沢耕一小 野　 弘

臼 井 貴 彦小 林 倫 明小 林 正 明藤 井 克 彦長 友 義 樹落 合 芳 平久保田浩孝佐 藤 賢 司久保田義則岸 浪 孝 志
（無所属議員Ｂ）松永千賀子野 元 好 美桜井はるな栄　 裕 明中 村 昌 治寺 田 弘 子須 田　 毅

森   繁 之鈴 木 秀 成菅 原 康 行溝 渕 誠 之古 内　 明沼 倉 孝 太

関根雅吾郎関山由紀江山 岸 一 雄宮 下 奉 機

中 村 知 成西 家 克 己

米 山 定 克

傍聴のご案内
議会総務課　電話０４２－７６９－８２７７

　本会議や委員会がどのように会議を
行っているか、みなさんもその様子を
見たり、聴いたりすることができます。
　本会議は、一般に公開されており、
どなたでも自由に傍聴することができ
ます。また、委員会及び決算特別委員
会各分科会も、委員長の許可を得て傍
聴することができ、平成２３年１月から
は全員協議会も議長の許可を得て傍聴
することができるようになりました。
　受付は開会予定時刻の１５分前から開
始し、開会中も随時受付けています。
本会議、決算特別委員会及び全員協議
会は第２別館３階の傍聴ロビーで、委
員会は本館２階議会局でそれぞれ受付
を行います。
　会議開催日については、市議会ホー
ムページ、市議会だより等でお知らせ
いたします。

請願・陳情の手続きのご案内
議事課　電話０４２－７６９－８２７８

　市民が市政などについて議会に直接要望できる制度が、請願と陳
情です。両者の違いは請願が紹介議員の署名が必要なのに対し、陳
情はそれを必要としませんが、本市議会での取り扱いは同じです。
　提出された請願及び陳情は、各定例会で所管の委員会に付託され
慎重に審査した後、審査の経過と結果が本会議に報告され、最終的
な結論（採択・不採択）が出されます。
　採択した請願及び陳情のうち、市の行政に関するものについては、
市長あてに送付し、その実現を要望します。それ以外のものについ
ては、関係機関に意見書や要望決議を提出したりします。

※提出方法
１　請願（陳情）書の表紙には、件名（請願または陳情の趣旨を簡潔に表すもの）を記入し、請願の場合はその
他に紹介議員の署名が必要です。紹介議員のないものは、陳情として扱われます。

２　本文には、請願（陳情）の趣旨を簡潔に書いてください。
　　なお、請願（陳情）内容がいくつかにわたるときは、内容ごとに個別の請願（陳情）としてください。
３　提出年月日、請願（陳情）者の住所、氏名を記入し、押印してください。受付は常時行っていますが、定例
会が始まる日の前日までに提出されたものについて、その定例会で審議されます。

※請願（陳情）の詳しい提出方法については、市議会ホームページの請願と陳情の手続きをご覧いただくか、議
会局議事課へお問い合わせください。

○○○に関する請願（陳情） 

（請願の場合のみ） 
紹介議員　○○○○ 

表紙

本文【請願（陳情）の趣旨】 
＜請願（陳情）をする事項を簡潔に＞ 

○年○月○日 
請願（陳情）者　住所 
　　　　　氏名　○○○○　印 
　　　（多人数の場合は代表者） 
 

相模原市議会議長 
　　　○○○○　殿 

本文

  6 月定例会議案審議結果一覧表 凡例：○…賛成、×…反対
（議案に対する討論が行われた場合、賛成討論は□賛 、反対討論は□反 を付記しています。）
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市議会だよりへのご意見・ご感想は、政策調査課まで（E-mail：seisakuchousa@city.sagamihara.kanagawa.jp）

　市議会には、必要に応じて議決により設置され、特定の問題を調査研究する特別委員会があります。特別委員会の定数は、議会の議決
で定められ、委員の任期は、特別委員会が設置されている期間となります。
　平成２３年５月の臨時会で４つの特別委員会が設置され、さらに、平成２４年５月の臨時会で大都市制度に関する特別委員会が加わりまし
た。５つの特別委員会の平成２４年度の主な活動内容を報告します。
　なお、平成２５年３月定例会で、議会基本条例に関する特別委員会が加わり、現在、６つの特別委員会があります。

基地対策特別委員会（定数１２人）

　米軍航空機の騒音問題や、基地返還問題など、基地対策について、調査研究を行
うことを目的に設置した特別委員会です。
　平成２４年７月に特別委員会を開催し、市内に所在する米軍基地の現状と、米軍機
による騒音被害などの実情把握を行うとともに、市外の基地の実情把握を活動計画
と定め、海上自衛隊と米軍の２つの基地がある広島県呉市に行政視察を実施するこ
ととしました。
　平成２４年１１月、呉市の視察では、呉市役所において、呉市内における基地の現状
等を調査しました。海上自衛隊呉地方総監部を視察した後、潜水艦教育訓練隊本部
において、はるしお型潜航訓練講堂などを視察しました。
　なお、米軍基地の視察は、米軍側の急な都合で中止となりました。
　視察した呉市における基地の現状については、米軍施設面積が、広弾薬庫３６万平
方㍍、呉第六突堤１万平方㍍です。また、自衛隊施設の敷地面積は、合計１７施設で、
８５万平方㍍です。なお、これらの施設が所在することに伴う国有提供施設等所在市
町村助成交付金等の平成２３年度決算額は、１億４９００万円です。呉市は、終戦により
海軍が解体されたことに伴い、海軍工廠も閉鎖
され、旧軍港市転換法を活用し、企業誘致を行
った結果、旧軍財産を公共施設や民間の造船な
どに転換し、旧軍財産の９２％を転活用しました。
　今回の視察の成果も踏まえ、今後も、米軍機
による騒音問題など、米軍基地所在に伴う、様
々な問題の解消に向け、引き続き、調査研究を
行っていきます。

交通問題特別委員会（定数１１人）

　公共交通の整備について、調査研究を行うことを目的に設置した特
別委員会です。
　平成２４年度は、まちづくりにおける公共交通の調査研究を、活動方
針とし、交通不便地域（津久井地域）の生活交通の確保に関し、生活
交通維持確保路線（路線バス）及び乗合タクシーの視察を実施しまし
た。
　最初に、津久井地域に１１路線ある生活交通維持確保路線のうち、現
在、路線が途切れ、地域住民から接続要望がある、上中沢バス停から
三井バス停までの区間を視察しました。さらに、奈良井バス停を起点
とする根小屋方面循環の路線を走行し、車内で担当課職員の説明を受
けました。
　次に、乗合タクシーの現状について、担当課職員から説明を受けた
後、三ヶ木のスーパーマーケット前の停留所から、乗合タクシーに実
際に乗車し、各地区の乗合タクシー停留所や経路の道路状況等を視察
しました。
　交通不便地域の生活交通の確保は、地域住民の要望、費用対効果等
を勘案し、路線や、交通手段を
選択していくことが、必要であ
ることを再確認するとともに、
公共交通の活性化は、全国的な
課題であり、本市のまちづくり
を見据えながら、地域の住民と
ともに公共交通の整備を考えて
いきます。

　「さがみはら市議会だより」は、市民の皆様に市議会の活動状況を
お知らせするため、定例会ごとに年４回発行しています（臨時会が開
催された場合は、臨時号を発行することがあります）。
　市議会だよりは、新聞折り込みで各家庭に配布しているほか、市役
所、区役所、各総合事務所、まちづくりセンター・公民館などの公共
施設や市内の主要鉄道駅にも置いています。また、市ホームページに
も掲載しています。
　なお、新聞を購読していない人で公共施設等へ取りに行くことが困
難な人には、希望により郵送しています。郵送をご希望の方は、政策
調査課へお申し込みください。
※市議会だよりの郵送を申し込むと、広報さがみはら・健康さがみは
ら・選挙公報も個別にお送りします。

市議会だよりのご案内

特 別 委 員 会 活 動 報 告

津久井地域の乗合タクシー津久井地域の乗合タクシー

防災特別委員会（定数１２人）

　防災等に関する調査研究を行うことを目的に設置した特別委員会で
す。平成２４年度は、本市の地域防災計画等を研究しながら、平成２４年
１０月、東日本大震災による被災の状況と復旧・復興に向けた取り組み
状況を仙台市で視察しました。
　仙台市復興事業局震災復興室の職員から、震災による人的、宅地、
建物、ライフラインの被害状況とその後の復旧状況、避難所の避難状
況並びに効率的な運営方法、仮設住宅建設における課題、復興におけ
る市の体制、震災がれきの処理の状況、集団移転の範囲及び特徴、復
興公営住宅の供給の状況などの説明を受け、本市においても、防災計
画に反映するべき大変貴重な情報を得ました。
　現地視察では、仙台市沿岸部及び被災した南蒲生浄化センターを視
察しました。南蒲生浄化センターの職員から震災当時の切迫した状況
とその後の下水に関わる対応の説明を受けました。自家発電による下
水処理をしたときの重油処理の課題、汚泥の焼却処理後の放射能を含
む焼却灰の埋め立てに関する課
題及び、下水が使用出来ないと
きの市民への周知について課題
があることが分かりました。
　今回の視察等で得た貴重な情
報を踏まえながら、防災対策に
ついて引き続き調査研究を行っ
ていきます。

仙台市南蒲生浄化センター視察仙台市南蒲生浄化センター視察

大都市制度に関する特別委員会（定数１３人）

　大都市制度に関する調査研究を行うことを目的に平成２４年５月に新たに設置され
た特別委員会です。
　平成２４年度は、道州制や特別自治市など大都市制度をめぐる構想に関する調査研
究や、県と市の関係、都市内分権なども見極めつつ、本市の方向性についての調査
研究を活動方針に定めました。
　平成２４年７月の委員会では、活動方針のもと、大都市制度に関する調査研究及び
国の施策及び予算に関する提案（通称：白本）と、大都市財政の実態に即応する財
源の拡充についての要望（通称：青本）について協議しました。平成２５年１月には
委員会を２回開催し、引き続き、大都市制度に関する調査研究等を行いました。
　また、平成２５年１月には札幌市及び北海道で視察を実施しました。札幌市では、
行財政制度調査特別委員会の取り組み状況や、北海道との連携、さらには道州制特
区と札幌市との関わりについて視察しました。
北海道では、道州制特区へ向けた取り組みや、
広域的な連携を活用した地域づくりなどについ
て視察しました。
　これらの先進都市の視察結果も委員会活動に
活用し、引き続き、圏域における広域的な役割
等を見極め、本市の方向性について調査研究を
行っていきます。 札幌市議会視察札幌市議会視察

水源地域対策特別委員会（定数１２人）

　水源地域の保全活用等の調査研究を行うことを目的に設置した特別委員会です。
平成２４年度は、水源地域の保全とダム湖の現状の調査研究を活動方針に定めました。
　平成２４年１０月、津久井湖の湖岸崩落の現状と防止策、水質浄化策について行政視
察を行いました。県企業庁相模川水系ダム管理事務所のモーターボートに乗船し、
津久井湖岸崩落箇所などを船上から視察しました。その後、城山ダムの堤体内を見
学し、県職員から微細藻類であるアオコ対策等について説明を受けました。
　湖岸改修の重要性を認識し、今後の水源地域の保全に向けた施策の調査研究に生
かしていきます。
　平成２５年２月、愛知県と浜松市を視察しました。愛知県では、水源・ダム湖を活
用した地域振興策、愛知県の水源地域対策全般、水源地域と受益地域の交流の内容、
各水源基金の状況等について説明を受けた後、基金で行っている事業内容、間伐材
を活用する事業等について質疑を行いました。浜松市では、浜松市森林環境基金の
目的、設立の経緯、基金創設のスケジュール、
基金条例の概要や、基金で行っている８つの
事業等について説明を受けた後、基金設置の
考え方や、基金を活用した森林整備、環境教
育の状況、企業との連携状況等について質疑
を行いました。
　水源環境の維持、保全の手法の一つとして、
基金の活用も念頭に、施策の調査研究に取り
組んでいきます。 津久井湖の湖岸崩落箇所津久井湖の湖岸崩落箇所

呉市役所視察呉市役所視察

政策調査課　電話０４２－７６９－９８０３
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